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令和 7 年度事業報告書 

 

１  事業運営の基本事項 

 

当施設の理念である「やさしさでつなげる笑顔のリレー」のもと、地域に

広がる福祉文化の創造を目指し、開設 14 年目を迎えました。 

 

令和 7 年度は、地域密着型特別養護老人ホームとして、ご利用者一人ひと

りの尊厳を大切にし、安全で安心できる生活環境の提供に努めるとともに、

地域とのつながりを意識した施設運営を推進しました。 

 

短期入所生活介護（ショートステイ）については、特養の事業方針に準じ

た運営を行い、ご利用者及びご家族の多様なニーズに対応しながら、在宅生

活の継続を支援しました。 

 

また、食事・排泄・入浴等の日常生活上の支援や機能訓練を通じて、ご利

用者の心身機能の維持・向上に努めるとともに、ご家族の身体的・精神的負

担の軽減を図りました。 

 

２  令和 7 年度の利用実績 

(1) 特養月間利用実績(令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

稼働率 99.3% 99.4% 100% 99.6% 99.3% 99.5% 

介護度 4.4 4.3 4.3 4.3 4.3 4.3 

 

 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 平均 

稼働率 99.9% 94.5% 91.2% 95.6% 95.8% 98.3% 97.7% 

介護度 4.3 4.3 4.3 4.2 4.2 4.1 4.3 

※稼働率＝延べ人数／月の総ベッド数（29 床×月の日数） 

特別養護老人ホームの年間平均利用率は 97.7％となり、概ね安定した運営を行

うことができている一方で、有効な入所待機者数は限られており、今後も安定し

た稼働率を維持するためには、入所希望者の確保及び待機者の充実が課題とな

っています。 

 

また、退所等により空床が生じた際には、速やかに次の入所へつなげることが

重要であるため、入所相談への迅速な対応や関係機関との連携強化に努めます。 

 

ご利用者の平均要介護度は 4.3 と高い水準にあり、重度化する介護ニーズへ



の対応が求められる中、ご利用者及びご家族の意向を尊重しながら、多職種が連

携して看取り介護に取り組みました。 

 

(2) ショートステイ月間利用実績(令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

稼働率 74.4% 80.2% 72.4% 83.7% 83.2% 82.7% 

介護度 3.6 3.6 3.7 3.6 3.4 3.7 

 

 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均 

稼働率 74.4% 80.7% 78.5% 77.2% 73.8% 63.9% 77.1% 

介護度 3.6 3.4 3.2 3.1 3.3 3.6 3.3 

※稼働率＝延べ人数／月の総ベッド数（15 床×月の日数） 

 短期入所生活介護（ショートステイ）の平均利用率は 77.1％で、昨年度とほ

ぼ同程度の結果となりました。 

 

ご利用者の急な入院や利用キャンセル等により空床が発生することも多く、

利用率向上に向けた課題となっています。 

 

今後は、空床が生じた際に速やかに次の利用につなげられるよう受入体制や

連絡体制の見直しを図るとともに、居宅介護支援事業所等への営業活動を強化

し、稼働率の向上に努めてまいります。 

 

３ 職種別職員数（令和 8年 3月末現在） 

職種 

形態 
管理者 

ケア 

マネ 

生活 

相談員 

管理栄

養士 

技能訓練

指導員 
看護師 

介護 

職員 
医師 事務他 

正社員 1 1 1 1 1 1 19  1 

パート      2 9  2 

嘱 託        1  

合 計 1 1 1 1 1 3 28 1 3 

 

職種別職員数は上表のとおりです。全国的に介護人材不足が深刻化する中、当

施設においても介護職員の確保が大きな課題となっています。 

令和7年度は数名の離職者がありましたが、ハローワークや福祉人材センター等の

無料職業紹介事業を積極的に活用するとともに、合同企業説明会への参加や施設

見学会の実施など、新たな採用活動にも取り組みました。その結果、年度末にか

けて数名の採用につなげることができました。 

 

今後も継続的な人材確保に努めるとともに、採用した職員が安心して長く働き

続けられるよう、職場環境の改善や処遇の充実を図り、職員の定着につなげてい

きたいと考えています。 



 

４．その他 

 

給食については、調理業務を専門業者に委託していますが、職員の管理栄養士

が栄養バランスや健康状態等を考慮し、ご利用者一人ひとりに適した食事の提供

に努めています。また、ご利用者の食事形態に応じた対応を行い、できる限り「食

べる楽しみ」を感じていただけるよう工夫しています。 

さらに、四季折々の季節感を味わっていただけるよう、年間を通じて行事食を

計画的に提供し、食事を通じて季節を感じられる機会づくりに取り組みました。

日々の食事が楽しみの一つとなるよう、変化と潤いのある食事の提供を心掛けて

います。 

 

５．活動実施状況 

 

年間行事は下表のとおりです。ご利用者の方が季節や行事を楽しみながら過

ごせるよう工夫した催しを実施しています。 

（令和 7 年度） 

月 内容 備考 

4 月 お花見カフェ 春の装飾を行い、春の雰囲気を感じて頂きました。 

4 月 お花見ドライブ 鷲ノ木の桜遊園にお花見ドライブに出かけました 

5 月 端午の節句カフェ 
端午の装飾を行い、プリンやゼリー類の中からお好きなもの

を選んで頂きました。 

6 月 和菓子カフェ 
梅雨の装飾を行い、水ようかんまたはもみじ饅頭の提供を行

いました。 

7 月 七夕カフェ 
七夕の装飾を行い、手作りの七夕ゼリーの提供を行いまし

た。 

8 月 夏祭りカフェ 
1 階ホールでお祭りカフェを開催し、屋台や水ヨーヨー、紐

くじなど懐かしい遊びを楽しんで頂きました。 

9 月 敬老会カフェ 
今年度は 11 名の方が長寿を迎えられ、ミニ花束を贈呈しお

祝いしました。 

10 月 ハロウィンカフェ 
ハロウィンの仮装を行い、スパイダーケーキやかぼちゃプリ

ンの提供を行いました。 

11 月 作品展示会 
各ユニットで制作した作品や塗り絵、書道の展示を行いまし

た。 

11 月 紅葉カフェ 

秋の装飾を行い、３種類のプリンからお好きなものを選んで

いただきました。玄関先の紅葉を切って生け、秋の訪れを感

じていただきました。 

12 月 クリスマスカフェ 
クリスマスの装飾を行い、イチゴソースを添えたパンナコッ

タを提供しました。 



1 月 新年会カフェ 
お正月の装飾を行い、お汁粉と玄米茶の提供を行いました。

また、くじ引きも行い楽しんでいただきました。 

2 月 節分カフェ 
職員が鬼役となって豆まきを行い、きな粉を添えたミルクプ

リンを提供しました。 

3 月 ひなまつりカフェ 
おひなさまとお内裏様が各ユニットを回り、ひなまつりの雰

囲気を楽しんで頂きました。 

 ※上記以外のレクリエーション 

➀誕生日会：誕生日月の方々を個々にお祝いします。 

②外気浴、ボールを使ったレクリエーション、セレクトおやつ、生け花、DVD 鑑賞等

を随時開催しております。 

 

６．健康診断、予防接種 

 

定期的な健康診断を実施し、ご利用者の健康管理に努めました。 

また、新型コロナウイルスワクチン接種については、5 類感染症への移行に伴い、

個人の希望に基づく接種となりました。引き続き、感染症対策を継続しながら健

康管理に努めています。 

 

〇ご利用者 

対 象 月 備   考 

5 月～6 月 定期健康診断 

入所時 健康診断 

11 月 インフルエンザワクチン接種（希望者） 

11 月 新型コロナオミクロン株対応 2 価ワクチン接種（希望者） 

 

〇職員 

 

７．消防、防災等の緊急事態への対応 

 

（１）消防・避難訓練 

消防署指導のもとに、火災発生時の通報を始め消火設備等を管理点検する業

者と連携した訓練を定期的に行っています。その実施状況は下表のとおりです。 

実施期日 訓 練 種 別 

6 月 通報訓練、消火訓練、避難訓練、設備説明 

11 月 避難訓練、設備説明 

 

対象月 対象者 備考 

5 月 夜勤従事者 定期健康診断 

11 月 全職員 インフルエンザワクチン接種 

12 月 全職員 定期健康診断 



（２）消防設備点検 

 消防設備点検は、（株）新潟ビルサービスに委託して実施しています。 

 

 

８．各種会議の設置と開催状況 

 

（１）運営推進会議関係 

 地域密着型特別養護老人ホームは、運営に当たり、ご利用者ご家族、 

地域住民の代表者、地域包括支援センター職員等から施設運営上必要な要望や 

助言等を聞く機会を設けることとされています。 

このため、当施設では下表のとおり 2 か月に 1 回開催し、各種の資料を提供し

た上で助言等を得ています。 

回 期 日 会 議 資 料 

第 1 回 5 月 23 日 
・入居者様の状況、様子に係る資料 

・施設内の行事、ボランティア行事の紹介 

・行事食の紹介 

・施設で行った研修内容の紹介 

・ご意見、ご質問 

第 2 回 7 月 25 日 

第 3 回 9 月 25 日 

第 4 回 11 月 28 日 

第 5 回 1 月 30 日 

第 6 回 3 月 27 日 

 

（２）部内各種委員会関係 

利用者が安全で安心して生活できる環境づくりとサービスの質の向上を目的

として、各種委員会を設置しています。 

委員会では、施設運営上の課題や利用者支援に関する事項について定期的に協

議し、職員間の情報共有と業務改善に取り組んでいます。 

 

９．職員研修実施状況 

 

利用者の皆様に安全で質の高い介護サービスを提供するため、年間研修計画

に基づき職員研修を実施しました。 

緊急時の事故対応については外部講師を招いた研修を行い、また、歯科衛生士に

よる口腔ケア研修を実施するなど、専門的な知識・技術の習得に努めました。 

そのほか、専門講師による研修や職員による内部研修を通じて、年間を通して職

員の資質向上とサービスの質の向上に取り組みました。 

実施期日 令和 7 年 7 月 18 日 令和 8 年 1 月 22 日 

点検種別 機器点検、総合点検 

点検設備名 
消火器具、スプリンクラー設備、自動火災報知設備 

火災報知設備、誘導灯・誘導標識、非常電源 


